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（社）宮城県計量協会

　
記
念
式
典
は
、
六
月
二
日
（金）
「
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
籔
内
雅
幸
経
済
産
業
省
計
量

行
政
室
長
、
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
、
梅
原
克
彦
仙
台
市
長
な
ど
の
来
賓
及
び
会
員
、
協
会
関
係
者

を
含
め
150
名
の
出
席
を
得
て
盛
大
に
挙
行
し
た
。

　
式
典
は
、
3
部
構
成
で
進
め
ら
れ
、
第
1
部
は
計
量
功
労
者
の
表
彰
式
、
来
賓
祝
辞
を
含
む
式

典
。
第
2
部
は
特
別
講
演
。
第
3
部
は
記
念
祝
賀
会
が
執
り
行
わ
れ
た
。

（ 鍋 島 会 長 式 辞 ）

　
本
日
は
、
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
社
団
法
人
宮
城
県
計
量
協
会
設
立
55
周
年
（
法

人
化
50
周
年
）
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
る
に
当

た
り
、
一
言
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
始
め
に
、
長
年
に
わ
た
り
計
量
業
界
等
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
御
功
績
に
よ
り
、
只
今
、

栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
に
は

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
と
も
計
量
思
想
の
普
及
と
業
界
発
展
の
た

め
に
、
な
お
一
層
の
御
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
日
ご
出
席
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃

か
ら
県
政
の
推
進
に
多
大
の
御
協
力
と
ご
支
援

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
こ
の
席
を

お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
計
量
協
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
計
量
法

の
普
及
啓
発
活
動
を
通
じ
、
計
量
思
想
の
向
上

に
努
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
も
大
き
な
業
績
を
挙

げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
歴
代
の
役
員

は
じ
め
、
会
員
の
皆
様
方
の
、
長
年
に
わ
た
る

御
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　
計
量
制
度
は
、
国
民
生
活
か
ら
産
業
界
の
生

産
活
動
、
商
取
引
、
さ
ら
に
は
、
大
学
等
に
お

け
る
研
究
活
動
に
至
る
ま
で
、
広
範
囲
に
わ
た

り
そ
の
基
盤
と
な
る
重
要
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。
県
と
い
た

し
ま
し
て
は
、

な
お
一
層
適
正

な
計
量
行
政
の

推
進
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様

方
の
御
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
計
量
思
想
の
普
及
と
業

界
の
発
展
に
御
精
進
下
さ
い
ま
す
よ
う
重
ね
て

お
願
い
と
御
期
待
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
県
の
財
政
は
、
地

方
交
付
税
の
大
幅
な
縮
減
な
ど
構
造
的
な
財
源

不
足
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
そ
う
し
た
中
に
お
い
て
も
、
今
年
度

は
、
地
域
の
自
立
的
な
発
展
に
向
け
た
ス
タ
ー

ト
の
年
と
し
て
、
県
内
産
業
経
済
の
活
性
化
な

ど
優
先
度
の
高
い
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も

産
業
振
興
に
更
に
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
む
す
び
に
、
社
団
法
人
宮
城
県
計
量
協
会
の

更
な
る
御
発
展
と
御
参
会
の
皆
様
方
の
御
健
勝

を
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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《
第
一
号
議
案
》

平
成
十
七
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
度
の
会
員
の
状
況
、

理
事
及
び
諸
会
議
の
内
容
、
公
益

事
業
と
し
て
、
計
量
記
念
日
事
業
、

工
業
品
材
料
試
験
分
析
事
業
、
仙

台
市
指
定
定
期
検
査
事
業
、
流
通

事
業
者
指
導
、
機
関
誌
「
計
量
み

や
ぎ
」
の
発
行
。

収
益
事
業
と
し
て
、
特
定
計
量
器

の
代
検
査
事
業
、
材
料
試
験
機
の

検
査
、
計
量
証
明
事
業
、
計
量
管

理
受
託
事
業
、
各
部
会
合
同
研
修

会
に
つ
い
て
説
明
し
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

《
第
二
号
議
案
》

平
成
十
七
年
度
収
支
報
告
書
の
承
認

に
つ
い
て

一
般
会
計

　
　
　
　
五
、
三
八
七
、
八
四
六
円

受
託
金
特
別
会
計

　
　
　
二
三
、
七
四
三
、
六
三
五
円

指
定
定
期
検
査
機
関
特
別
会
計

　
　
　
二
五
、
七
三
六
、
五
九
七
円

収
益
事
業
特
別
会
計

　
　
　
三
一
、
九
九
二
、
五
五
二
円

な
お
収
益
事
業
特
別
会
計
に
お
い

て
は
、
三
六
八
、
二
五
八
円
の
当

期
利
益
が
生
じ
、
こ
れ
を
次
年
度

一
般
会
計
へ
繰
り
入
れ
の
決
算
を

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

《
第
三
号
議
案
》

平
成
十
八
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）
の

審
議
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
度
事
業
計
画
書
の
審

議
に
つ
い
て
は
、
別
掲
の
事
業
計

画
を
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

《
第
四
号
議
案
》

平
成
十
八
年
度
収
支
予
算
書
（
案
）
の

審
議
に
つ
い
て

一
般
会
計

　
　
　
　
六
、
〇
八
〇
、
〇
〇
〇
円

受
託
金
特
別
会
計

　
　
　
二
四
、
三
六
五
、
五
〇
〇
円

指
定
定
期
検
査
機
関
特
別
会
計

　
　
　
二
六
、
八
二
〇
、
〇
六
〇
円

収
益
事
業
特
別
会
計

　
　
　
二
八
、
五
四
八
、
五
〇
〇
円

の
収
支
予
算
に
つ
い
て
満
場
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

《
報
告
事
項
》

（1）
顧
問
の
推
薦
に
つ
い
て

本
会
顧
問
で
あ
っ
た
宮
城
県
議
会

議
員
村
井
嘉
浩
氏
が
、
平
成
十
七

年
十
月
の
知
事
選
挙
に
お
い
て
知

事
に
当
選
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

後
任
に
宮
城
県
議
会
議
員
石
川
光

次
郎
氏
を
本
年
四
月
一
日
付
け
で

顧
問
に
推
薦
し
ま
し
た
。

（2）
計
量
功
労
者
の
表
彰
に
つ
い
て

宮
城
県
知
事
褒
賞
、
（社）
日
本
計
量

振
興
協
会
長
表
彰
、
東
北
六
県
北

海
道
計
量
協
会
連
合
会
長
表
彰
、

当
協
会
長
表
彰
・
褒
賞
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
た
。

（3）
東
北
・
北
海
道
計
量
大
会

　
　
　
　
　
　
　
日
程
に
つ
い
て

今
年
は
福
島
県
の
当
番
で
十
月
十
一

日
予
定
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　
平
成
十
八
年
度
通
常
総
会
は
、
六

月
二
日
（金）
仙
台
市
「
江
陽
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
は
、
定
刻
十
時
三
十
分
に
平

野
副
会
長
が
開
会
宣
言
し
、
鍋
島
会

長
挨
拶
に
続
い
て
、
定
款
二
十
四
条

に
基
づ
き
鍋
島
会
長
が
議
長
に
就
任

し
、
出
席
者
報
告
で
委
任
状
も
含
む

二
一
三
名
（
議
決
権
所
有
出
席
四
十
七

名
）
出
席
の
も
と
に
、
議
事
の
審
議
に

当
た
り
、
第
一
号
議
案
か
ら
第
四
号

議
案
に
つ
い
て
協
会
武
田
専
務
理
事
、

同
会
計
担
当
斎
藤
事
務
局
次
長
が
報

告
を
行
い
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

報
告
事
項
と
し
て
、

（1）
顧
問
の
推
薦
に
つ
い
て

（2）
計
量
功
労
者
の
表
彰
に
つ
い
て

（3）
東
北
・
北
海
道
計
量
大
会
日
程
表

等
の
報
告
が
あ
り
、
千
葉
副
会
長
の

閉
会
に
よ
り
十
一
時
三
十
分
終
了
し

た
。
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1
．
運
営
強
化
事
業

取
引
証
明
用
計
量
器
の
代
検
査
事

業
の
長
期
継
続
（
六
市
八
郡
十
七

町
対
象
）

仙
台
市
指
定
定
期
検
査
機
関
の
行

う
定
期
検
査
の
長
期
継
続

工
業
品
材
料
及
び
製
品
試
験
分
析

事
業
の
長
期
継
続

計
量
士
部
会
が
行
う
材
料
試
験
機

検
査
事
業
の
拡
大

仙
台
市
管
内
立
入
検
査
補
助
業
務

の
継
続

日
本
郵
政
公
社
の
受
託
事
業
の
長

期
継
続

適
正
計
量
管
理
事
業
所
受
託
事
業

の
長
期
継
続

質
量
計
量
証
明
事
業
の
継
続

計
量
記
念
日
事
業
に
よ
る
計
量
思

想
の
普
及
啓
発

2
．
公
益
事
業

「
み
や
ぎ
計
量
の
ひ
ろ
ば
」
の
開

催
「
計
量
み
や
ぎ
」
の
発
刊

受
託
事
業
、
工
業
品
材
料
分
析
試

験
（
鉄
筋
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
の
継

続仙
台
市
指
定
定
期
検
査
機
関
の
事

業
継
続

商
品
量
目
・
特
定
計
量
器
立
入
検

査
補
助
業
務
の
継
続

3
．
収
益
事
業

計
量
士
に
よ
る
代
検
査
業
務
の
継

続質
量
計
量
証
明
事
業
の
継
続

計
量
管
理
受
託
事
業
の
継
続

日
本
郵
政
公
社
の
計
量
管
理
受
託

事
業
の
継
続

材
料
試
験
機
の
検
査
業
務
の
継
続

宮
城
県
収
入
証
紙
販
売
の
拡
充

4
．
部
会
活
動
対
策
事
業

工
業
・
環
境
・
流
通
・
計
量
士
・

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
研

修
、
講
習
会
等
の
展
開

優
良
事
業
場
及
び
永
年
勤
続
従
業

員
の
表
彰

県
内
計
量
器
販
売
者
の
研
修
・
育
成

5
．
行
政
並
び
に
関
係
機
関
諸
会
議

（社）
日
本
計
量
振
興
協
会
第
七
回
通

常
総
会

期
日
　
平
成
十
八
年
五
月
二
十
九
日
（月）

場
所
　
東
京
都
内

平
成
十
八
年
度
東
北
・
北
海
道
計
量

大
会
及
び
第
五
十
五
次
連
合
総
会

期
日
　
平
成
十
八
年
十
月
十
一
日
（水）

場
所
　
福
島
県
管
内

平
成
十
八
年
度
第
二
十
八
回
計
量

士
等
東
北
地
区
協
議
会

期
日
　
平
成
十
八
年
十
一
月
～
十

二
月

場
所
　
宮
城
県
管
内

平
成
十
八
年
度
東
北
・
北
海
道
計

量
協
会
事
務
局
長
会
議

期
日
　
平
成
十
九
年
一
月
～
二
月

場
所
　
福
島
県
管
内

行
政
機
関
及
び
各
種
団
体
の
主
催

す
る
行
事
等
の
参
加

　
平
成
十
八
年
度
は
、
平
成
十
七
年

度
に
引
き
続
き
下
記
の
事
業
を
軸
と

し
た
運
営
強
化
事
業
の
展
開
を
行
う
。

　
仙
台
市
か
ら
「
指
定
定
期
検
査
機

関
」
と
し
て
指
定
を
受
け
五
年
目
に

あ
た
り
、
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査

及
び
立
入
検
査
補
助
の
委
託
を
受
け

計
量
の
安
全
確
保
、
消
費
者
擁
護
に

努
め
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏

ま
え
、
更
な
る
実
施
体
制
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
平
成
十
六
年
度
に

全
国
一
斉
に
受
託
し
た
日
本
郵
政
公

社
の
適
正
計
量
管
理
事
業
の
効
率
的

な
業
務
体
制
を
図
り
、
継
続
事
業
と

し
て
着
実
に
推
進
す
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
厳
し
い
時
代

に
対
応
で
き
る
団
体
と
し
て
、
更
な

る
協
会
の
運
営
基
盤
を
強
化
し
県
民

の
正
し
い
計
量
思
想
の
普
及
並
び
に
、

中
小
企
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め

本
会
事
業
を
着
実
に
展
開
す
る
。

　
各
事
業
の
概
要
は
、
下
記
の
通
り
。

１ 収入の部

事 業 収 入

会費入会金収入

手 数 料 収 入

補 助 金 収 入

委 託 料 収 入

負 担 金 収 入

雑 収 入

特定預金取崩収入

繰 入 金 収 入

当 期 収 入 合 計

前期繰越収支差額

収 入 合 計

２ 支出の部

事 業 費

管 理 費

特定預金支出

予 備 費

当 期 支 出 合 計

当 期 収 支 差 額

支 出 合 計

2,610,000

1,625,000

580,000

165,000

700,000

360,000

6,040,000

40,000

6,080,000

1,390,000

4,470,000

210,000

10,000

6,080,000

△　40,000

6,080,000

24,360,000

500

24,360,500

5,000

24,365,500

16,300,300

8,065,200

24,365,000

△　 5,000

24,365,500

8,300,000

18,519,160

900

26,820,060

26,820,060

19,013,500

7,395,560

411,000

26,820,060

26,820,060

24,360,000

2,610,000

8,300,000

20,144,160

0

580,000

166,400

700,000

360,000

57,220,560

45,000

57,265,560

36,703,800

19,930,760

621,000

10,000

57,265,560

△　45,000

57,267,560

23,965,000

4,582,300

1,200

28,548,500

28,548,500

16,900,000

11,648,500

28,548,500

28,548,500

48,325,000

2,610,000

8,300,000

20,144,160

4,582,300

580,000

167,600

700,000

360,000

85,769,060

45,000

85,814,060

53,603,800

31,579,260

621,000

10,000

85,814,060

△　45,000

85,814,060

一般会計 受託金特別会計
指定定期検査
機関特別会計 合　　計

①＋②
収益事業②公 　 益 　 事 　 業 　 ①

収益事業
特別会計

単位：円（平成18年4月1日から平成19年3月31日まで）
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式
典
に
お
い
て
、
計
量
功
労
者
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
表
彰
式
で
は
、

優
良
従
業
員
と
し
て
、
二
十
五
年
以

上
勤
務
ま
た
は
計
量
管
理
に
よ
り
、

そ
の
成
果
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

知
事
褒
賞
と
し
て
、
日
東
イ
シ
ダ
㈱

山
口
賜
夫
氏
・
計
量
士
二
階
堂
亮
一

郎
氏
の
二
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
協
会
長
表
彰
で
は
、
二
十
年
以
上

事
業
所
に
勤
務
し
て
計
量
関
係
に
卓

越
し
た
技
量
と
人
望
の
高
い
こ
と
か

ら
、
日
東
イ
シ
ダ
㈱
松
原
光
一
氏
・

東
北
緑
化
環
境
保
全
㈱
算
用
子
淳
夫

氏
・
日
本
エ
ン
ヂ
ニ
ヤ
ー
・
サ
ー
ビ

ス
㈱
山
口
義
仁
氏
・
㈱
藤
崎
鈴
木
孝

一
氏
・
㈱
金
門
製
作
所
仙
台
支
店
後

藤
岳
氏
・
㈱
タ
ツ
ノ
・
メ
カ
ト
ロ
ニ

ク
ス
東
北
支
店
高
松
洋
彦
氏
の
六
名

が
表
彰
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
会
長
褒
賞
で
は
、
永
年
勤

続
従
業
員
と
し
て
十
年
以
上
同
一
事

業
所
に
勤
務
し
勤
務
評
価
が
他
の
模

範
と
な
る
こ
と
か
ら
、
日
東
イ
シ
ダ

㈱
星
亨
氏
・
日
東
イ
シ
ダ
㈱
三
浦
広

文
氏
・
ト
キ
コ
テ
ク
ノ
㈱
千
葉
真
由

美
氏
・
東
北
緑
化
環
境
保
全
㈱
小
林

厚
氏
・
日
本
エ
ン
ヂ
ニ
ヤ
ー
・
サ
ー

ビ
ス
㈱
杉
内
早
苗
氏
・
北
日
本
環
境

整
備
㈱
出
町
健
氏
の
六
名
が
表
彰
さ

れ
た
。

第
一
部
　
記
念
式
典

　
　
　
（
13
・・
40
～
14
・・
40
）

一
、
開
式
の
こ
と
ば

一
、
会
長
式
辞

一
、
計
量
功
労
者
発
表

　
（
一
）
知
事
褒
賞

　
（
二
）
会
長
表
彰
・
褒
賞

一
、
受
賞
者
代
表
謝
辞

一
、
来
賓
祝
辞

　
　
経
済
産
業
省
産
業
技
術
環
境
局

　
　
　
　
知
的
基
盤
課
計
量
行
政
室

　
　
　
　
　
　
　
　
籔
内
　
雅
幸
　
様

　
　
宮
城
県
知
事
　
村
井
　
嘉
浩
　
様

　
　
仙
台
市
長
　
　
梅
原
　
克
彦
　
様

　
　
社
団
法
人
日
本
計
量
振
興
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
飯
塚
　
幸
三
　
様

一
、
来
賓
紹
介

一
、
閉
式
の
こ
と
ば

第
二
部
　
特
別
講
演

　
　
　
（
14
・・
45
～
15
・・
45
）

　
講
師
　
宮
城
大
学
初
代
学
長

　
　
　
　
　
　
　
野
田
　
一
夫
　
先
生

　
演
題
「
社
会
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
」

第
三
部
　
記
念
祝
賀
会

　
　
　
（
16
・・
00
～
18
・・
00
）

一
、
開
宴
の
あ
い
さ
つ

一
、
乾
　
杯

一
、
余
　
興

一
、
中
締
め

一
、
閉
宴
の
こ
と
ば

余興「みちのくよさこい」舞紅萩チーム

祝賀会風景

熱心に聴きいる会場の皆様

謝辞　山口賜夫氏 知事褒賞　二階堂亮一郎氏

　
　
　
社
団
法
人
宮
城
県
計
量
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
鍋
島
綾
雄

　
社
団
法
人
宮
城
県
計
量
協
会
は
、
計
量

法
の
施
行
を
機
会
に
昭
和
二
十
七
年
宮
城

県
計
量
協
会
と
衣
替
え
し
て
か
ら
五
十
五

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
宮
城
県
支
部
は
、
大
正
六
年
に
発
足
し

て
お
り
、
宮
城
県
計
量
協
会
は
実
質
九
十

年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
団
体
で
あ
り
ま

す
。

　
計
量
の
重
要
性
を
早
く
か
ら
認
識
さ
れ

て
、
協
会
発
足
僅
か
五
年
後
に
は
法
人
化

が
実
現
し
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
年
代
初

頭
の
こ
の
時
期
に
一
地
方
計
量
団
体
が
社

団
法
人
化
し
た
こ
と
は
、
極
め
て
異
例
な

こ
と
で
全
国
で
も
二
～
三
の
例
し
か
な
い

珍
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
近
年
指
定

定
期
検
査
機
関
の
指
定
を
受
け
る
た
め
、

法
人
化
に
大
変
苦
労
を
し
て
い
る
各
地
の

計
量
協
会
が
多
い
こ
と
を
見
る
に
つ
け
て

も
、
偉
大
な
先
輩
の
先
見
の
明
に
驚
か
さ

れ
大
い
な
る
感
謝
の
念
を
捧
げ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
爾
来
五
十
年
の
月
日
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
そ
の
間
上
部
団
体
で
あ
り
ま
す
社
団

法
人
日
本
計
量
振
興
協
会
と
緊
密
な
る
連

携
の
も
と
メ
ー
ト
ル
法
の
完
全
実
施
と
計

量
思
想
の
普
及
啓
発
を
協
会
の
最
大
の
使

命
と
し
て
こ
れ
を
強
力
に
推
進
し
て
参
り

ま
し
た
。

　
幸
い
県
も
我
々
の
努
力
を
注
目
し
、
計

量
協
会
の
能
力
を
評
価
信
頼
し
て
く
れ
ま

し
て
、
宮
城
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
ま
し
た
工
業
製
品
材
料
試
験

分
析
業
務
を
計
量
協
会
委
託
に
実
現
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仙
台
市
は
計
量
法
上
に
指
定
定

期
検
査
機
関
制
度
が
出
来
る
や
、
平
成
十

三
年
度
に
は
逸
早
く
協
会
を
仙
台
市
の
指

定
定
期
検
査
機
関
に
指
定
し
て
頂
き
ま
し

た
。

　
こ
の
五
十
五
周
年
を
機
に
協
会
の
基
盤

を
よ
り
一
層
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
、

消
費
者
団
体
・
計
量
器
大
口
ユ
ー
ザ
ー
等

の
加
入
を
更
に
推
進
し
、
協
会
本
来
の
使

命
で
あ
る
計
量
思
想
の
普
及
啓
発
に
邁
進

す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
一
層
の
ご
支
援
ご
指
導
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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大
正
　
六
年
　
九
月

昭
和
　
五
年
　
八
月

昭
和
二
七
年
　
九
月

昭
和
三
三
年
　
四
月

昭
和
三
四
年
　
一
月

昭
和
五
三
年
　
四
月

昭
和
五
八
年
　
四
月

昭
和
五
八
年
一
一
月

昭
和
六
一
年
　
四
月

昭
和
六
一
年
一
二
月

平
成
　
元
年
　
九
月

平
成
　
二
年
　
六
月

平
成
　
三
年
　
八
月

平
成
　
八
年
　
四
月

平
成
一
四
年
　
四
月

（社）
日
本
度
量
衡
協
会
宮
城
県
支
部
が
結
成
さ
れ
、
宮
城
県
の

内
務
部
長
の
阿
部
亀
彦
氏
が
支
部
長
に
就
任
、
副
部
長
に
宮

城
県
の
勧
業
課
長
の
伊
藤
貞
次
氏
が
就
任
し
た
。

蔵
王
山
頂
に
メ
ー
ト
ル
指
導
標
の
建
設
。
こ
の
事
業
は
メ
ー

ト
ル
法
普
及
の
た
め
蔵
王
山
頂
に
三
十
セ
ン
チ
角
、
高
さ
四

メ
ー
ト
ル
の
大
指
導
標
を
建
て
よ
う
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
計
画
で
あ
っ
た
。
指
導
標
建
設
者
は
河
北
新
報
社
の
一

力
次
郎
社
長
、
後
援
に
は
宮
城
県
・
仙
台
鉄
道
管
理
局
・
白

石
営
林
署
が
入
り
、
測
量
は
検
定
所
が
担
当
し
た
。
こ
れ
ら

に
あ
た
っ
て
は
、
各
団
体
、
民
間
の
応
援
も
必
要
で
あ
り
白

石
、
宮
、
円
田
、
大
河
原
等
各
役
場
、
軍
人
、
青
年
団
、
消

防
、
学
生
、
組
合
、
地
区
住
民
等
か
ら
応
援
を
得
る
な
ど
大

掛
か
り
な
事
業
と
な
っ
た
。

（社）
日
本
度
量
衡
協
会
宮
城
県
支
部
を
発
展
的
に
解
消
し
、
宮

城
県
計
量
協
会
（
任
意
団
体
）
を
発
足
す
る
。

協
会
任
意
団
体
を
（社）
宮
城
県
計
量
協
会
に
改
称
。

（社）
宮
城
県
計
量
協
会
計
量
器
工
業
部
会
発
足
（
会
員
二
十
五
名
）

「
計
量
み
や
ぎ
」
創
刊
号
発
行

大
型
は
か
り
（
仙
台
市
と
郡
部
の
一
部
）
の
代
行
検
査
開
始

宮
城
県
食
糧
事
業
協
同
連
合
会
の
計
量
器
使
用
事
業
場
業
務

管
理
委
託
を
受
託

「
質
量
」
計
量
証
明
事
業
登
録

計
量
士
部
会
・
流
通
部
会
発
足

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
部
会
発
足

環
境
事
業
部
会
発
足

販
売
事
業
部
会
発
足

宮
城
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
依
頼
試
験
等
業
務
委
託

仙
台
市
指
定
定
期
検
査
機
関
指
定

来賓者　右から、行政室長籔内雅行様・宮城県知事村井嘉浩様・仙台市長梅原克彦様

　　　　宮城県議会議員石川光次郎様・仙台市議会議員渡辺博様

余興「みちのくよさこい」舞紅萩チーム

祝賀会風景

熱心に聴きいる会場の皆様

左から、（社）日本計量振興協会長飯塚幸三様・日本計量史会長蓑輪善蔵様

　　　　全国計販連副会長千葉國史様・鍋島会長

記念講演　宮城大学初代学長　野田一夫先生

演題「社会のファンダメンタルズ」
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事
業
の
紹
介

■
　

私
た
ち
は
、
燃
料
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
未
来
を
創
造
し
ま
す
。

　
ガ
ソ
リ
ン
計
量
機
の
開
発
は
も
と
よ
り
、
給
油
所
を
は
じ
め
、
陸
・

海
・
空
の
給
油
設
備
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ら
設
計
・
施
工
ま
で
を
ト
ー

タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
先
進
技
術
と
総
合
力
で
、
セ
ル

フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
L
P
G
・
C
N
G
・
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

新
時
代
の
燃
料
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
カ
タ
チ
に
し
ま
す
。

■
　

私
た
ち
は
、
プ
ラ
ン
ト
の
未
来
を
創
造
し
ま
す
。

　
流
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
給
油
所
建
設
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
、
大
規
模
プ
ラ
ン
ト
の
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
活
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
　

私
た
ち
は
、
計
装
の
未
来
を
創
造
し
ま
す
。

　
ト
ー
タ
ル
な
生
産
ラ
イ
ン
で
、
ガ
ソ
リ
ン
計
量
機
、
ハ
イ
テ
ク
流
量

計
か
ら
P
O
S
シ
ス
テ
ム
ま
で
高
品
質
な
計
装
機
器
を
生
み
出
し
ま
す
。

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
流
量
計
の
精
度
校
正
に
対
応
す
る
校
正
設

備
を
有
し
て
、
万
全
の
品
質
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

■
　

私
た
ち
は
、
豊
か
な
地
球
環
境
の
未
来
を
創
造
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
、
地
球
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
タ
ン
ク
の
腐
食
診
断
か
ら
土
壌
調
査
、
土
壌
改
良
ま
で
、
ト

ー
タ
ル
な
環
境
サ
ポ
ー
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

■
　

私
た
ち
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
未
来
を
創
造
し
ま
す
。

　
原
子
力
発
電
所
の
制
御
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
か
ら
、
給
油
所
、
各

種
給
油
設
備
の
ト
ー
タ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
設
備

の
保
全
を
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
な
サ
ー
ビ
ス
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

〔会社概要〕
社　　名　トキコテクノ株式会社

代 表 者　取締役社長　町田　達彦

本　　社　横浜市鶴見区鶴見中央３－９－27

東北支店　仙台市若林区鶴代町３－22

資 本 金　25億円（平成18年４月１日現在）

従 業 員　794人（平成18年４月１日現在）

事 業 所　9支店/42営業所/9駐在所/1工場

http://www.tokicotechno.co.jp/

東北支店は、現在６営業所・３駐在所で80名

の陣容で日夜SSの建設・施工・計量機販売・

保守を行っております。

許認可登録

・「ISO9001」品質マネージメントシステム

　（設計・製造）、（保守・サービス）

・「ISO14001」環境マネージメントシステム

・「指定製造事業者」指定

　（自動車等給油メーター）、（大型車載燃料油

メーター）、（定置燃料油メーター）

・建築工事業：国土交通大臣許可

・土木・電気・管・機械器具設置工事業：国

土交通大臣許可

・一級建築士事務所登録

・土壌汚染対策法・指定調査機関（第3条1項）

　
平
成
十
七
年
度
東
北
・

北
海
道
計
量
協
会
事
務
局

長
会
議
は
、
岩
手
県
当
番

に
よ
り
、
二
月
十
日
（金）
岩

手
県
盛
岡
市
駅
前
北
通
１

―

44
「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
」
盛
岡
本
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
参
集
者
は
、
各
道
県
計

量
協
会
専
務
理
事
及
び
事

務
局
長
十
一
名
、
（社）
計
量

計
測
技
術
セ
ン
タ
ー
、
小

野
寺
修
会
長
の
挨
拶
の
後

会
議
は
岩
手
県
古
舘
俊
一

専
務
理
事
の
議
長
に
よ
り

進
め
ら
れ
た
。

各
道
県
か
ら
提
案
さ
れ
た

議
題
は
次
の
通
り
で
す
。

《
議
題
一
》
（社）
日
本
計
量
振
興
協
会
の

年
額
会
費
試
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　（
福
島
県
）

《
議
題
二
》
検
査
業
務
に
お
け
る
諸
手

当
に
つ
い
て
　（
福
島
県
）

《
議
題
三
》
計
量
管
理
を
含
め
た
代
検

査
業
務
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
北
海
道
）

《
議
題
四
》
指
定
定
期
検
査
等
機
関
の

運
営
に
つ
い
て（
青
森
県
）

《
議
題
五
》
定
期
検
査
及
び
代
検
査
手

数
料
に
つ
い
て（
情
報
交
換
）

　
　
　
　
　
　（
宮
城
県
）

《
議
題
六
》
会
員
数
の
状
況
に
つ
い
て

（
情
報
交
換
）　（
宮
城
県
）

《
議
題
七
》
協
会
と
計
量
行
政
と
の
計

量
に
関
わ
る
事
業
に
つ
い

て
　
　
　
　
　（
秋
田
県
）

　
以
上
の
議
題
に
つ
い
て
、
各
道
県
か

ら
趣
旨
説
明
が
あ
り
、
真
剣
に
討
議
さ

れ
た
。
特
に
福
島
県
よ
り
提
案
の
あ
っ

た
議
題
一
に
つ
い
て
は
、
各
道
県
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
意
見
が
だ
さ
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク

内
で
の
話
し
合
い
が
必
要
で
あ
り
、
修

正
可
能（
再
見
直
し
）で
あ
れ
ば
、
検
討

願
い
た
い
と
の
こ
と
を
宮
城
県
（
鍋
島

会
長
は
運
営
委
員
長
の
こ
と
か
ら
）
に

あ
っ
た
。

〔
東
北
支
店
仙
台
営
業
所
沿
革
〕

　
当
社
は
、
1
9
5
0
年
（
昭
和

25
年
）給
油
所
建
設
・
ガ
ソ
リ
ン
計

量
機
販
売
の
ト
キ
コ
油
器
㈱
と
し

て
創
業
、
そ
の
後
1
9
9
8
年（
平

成
10
年
）
ト
キ
コ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

㈱
と
合
併
し
ト
キ
コ
テ
ク
ノ
㈱
に

商
号
を
変
更
、
さ
ら
に
2
0
0
2

年（
平
成
14
年
）に
旧
ト
キ
コ
㈱
計

装
事
業
部
と
統
合
し「
製
造
・
販
売
・

サ
ー
ビ
ス
」

一
体
の「
総

合
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン

グ
会
社
」

と
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー

産
業
の
未

来
を
ク
リ

エ
イ
ト
し

て
お
り
ま

す
。
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五
月
二
十
九
日
（月）
「
マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン
」

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
―

七
―

九

（
全
共
連
ビ
ル
六
階
）
で
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

議
事
は
、

第
一
号
議
案
　
平
成
十
七
年
度

事
業
報
告
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
平
成
十
七
年
度

収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
平
成
十
八
年
度

事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

第
四
号
議
案
　
平
成
十
八
年
度

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

第
五
号
議
案
　
第
一
種
正
会
員

（
地
区
計
量
協
会
）
会
費
改
定

（
案
）
に
つ
い
て

第
六
号
議
案
　
役
員
の
選
任

（
案
）
に
つ
い
て

事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

　
次
に
、
平
成
十
七
年
度
補
助
所
業
調

査
委
員
会
成
果
発
表
が
あ
っ
た
。
引
き

続
き
計
量
功
労
者
表
彰

式
（
（社）
日
本
計
量
振
興

協
会
長
表
彰
）
が
あ
り
、

第
一
種
会
員
（
団
体
）
関

係
か
ら
、
三
十
七
名
、

第
二
種
会
員
（
法
人
）
関

係
か
ら
七
名
が
表
彰
さ

れ
た
。

　
第
一
種
会
員
か
ら
、

当
協
会
理
事
、
佐
藤
武

志
氏
㈱
寺
岡
シ
ス
テ
ム

第
二
種
会
員
か
ら
、
日

東
イ
シ
ダ
㈱
牧
峰
夫
氏

が
受
表
さ
れ
た
。

　
前
日
か
ら
の
悪
天
候
が
嘘
の
よ
う
な
快

晴
の
青
空
に
恵
ま
れ
照
り
つ
け
る
太
陽
の

下
、
今
年
も
恒
例
の
釣
り
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
参
加
者
は
二
十
一
名
で
、
朝
五

時
三
十
分
釣
り
船
二
艘
に
分
乗
し
仙
台
湾

大
型
魚
礁
沖
を
目
指
し
出
港
、
漁
場
に
着

い
て
竿
を
降
ろ
す
な
り「
く
く
っ
」と
竿
を

し
な
ら
せ
皆
さ
ん
終
始
休
む
暇
も
無
く
釣

り
上
げ
、
中
に
は
三
枚
同
時
に
釣
り
上
げ

る
強
者
も
い
て
、

日
焼
け
な
ん
か
そ

っ
ち
の
け
で
、
ク

ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス

い
っ
ぱ
い
に
釣
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
も
表
彰
規

定
は
、
各
自
が
釣

っ
た
マ
ガ
レ
イ
・

マ
コ
ガ
レ
イ
の
三

枚
の
合
計
の
長

さ
で
競
い
合
い
、

優
勝
は
三
枚
併

せ
て
91
cm
を
釣

り
上
げ
た
藤
田

名
人
で
入
賞
者

は
次
の
通
り
で

し
た
。な
お
、今

回
は
毎
回
ダ
ウ

ン
し
な
が
ら
も

頑
張
っ
て
釣
り

上
げ
て
る
と
い
う
こ
と
で
、
私（
筆
者
）も

努
力
賞
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

入
賞
者

　
優
　
勝
　
91
cm
　
藤
田
　
　
保
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　（
ト
キ
コ
テ
ク
ノ
㈱
）

　
準
優
勝
　
90.5
cm
　
内
海
　
宗
夫
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　（
ト
キ
コ
テ
ク
ノ
㈱
）

　
第
三
位
　
90
cm
　
須
藤
　
光
義
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
協
会
理
事
）

　
努
力
賞
　
30
枚
　
庄
子
　
　
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
事
務
局
）

　
全
体
の
釣
果
は
145
枚
～
30
枚
で
し
た
。

平
成
十
八
年
度

6月17日（土）

　
宮
城
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
去
る
七
月
七
日
（金）
、
八
日
（土）

の
両
日
、
今
年
も
恒
例
に
な
り
ま
し
た

三
回
目
の
一
般
公
開
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
一
般
公
開
は
県
民
、
と
く
に
青

少
年
を
対
象
と
し
て
技
術
と
ふ
れ
あ
う

場
を
提
供
し
、
来
所
さ
れ
た
皆
様
に
産

業
技
術
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
を
広

く
県
民
に
紹
介
し
て
ご
理
解
を
い
た
だ

く
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　「
工
業
製
品
か
ら

食
品
ま
で
」に
及
ぶ

等
セ
ン
タ
ー
の
設
備
・

機
器
を
使
用
し
た「
も

の
づ
く
り
」の
楽
し

さ
に
触
れ
な
が
ら
様
々

な
成
果
物
の
展
示

と
体
験
教
室
、及
び

県
内
の
四
地
域
か

ら
協
力
を
い
た
だ

い
た
伝
統
工
芸
品

の
展
示
と
そ
の
体

験
教
室
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
両
日
、
セ

ン
タ
ー
内
に
配
置

さ
れ
て
い
る
当
計

量
協
会
に
お
い
て

も
、
「
び
っ
く
り

体
験
！
鉄
筋
破
断
の
驚
き
の
瞬
間
」
と

銘
打
っ
た
建
築
・
土
木
材
料
の
鉄
筋
の

引
っ
張
り
試
験
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

初
日
の
七
日
は
近
隣
小
学
校（
三
校
）の

六
年
生
児
童
生
二
百
四
十
人
を
招
待
し

て
、
体
験
教
室
と
実
演
紹
介
コ
ー
ナ
ー

を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
の
実
演
の
ひ
と
つ
に
普
段
め
っ
た

に
体
験
で
き
な
い
百
ト
ン
に
近
い
鉄
筋

破
断
の
瞬
間
を
、
写
真
に
見
ら
れ
る
様

に
今
か
今
か
と
目
を
ま
ば
た
か
せ
な
が

ら
息
を
飲
み
、
体
を
構
え
た
り
し
て
い

ま
し
た
。そ
し
て
突
然「
バ
チ
ー
ン
・
・
・
・
・
、

ド
ス
ー
ン
・・・・・
」と
い
う
大
き
な
破
裂

音
に
一
瞬
両
手
を
握
り
し
め
た
ま
ま
胸

ま
で
も
っ
て
い
っ
た
り
、
両
手
で
耳
を

押
さ
え
た
り
、
身
を
の
け
ぞ
ら
せ
な
が

ら
の
身
震
い
と
同
時
に
、
「
キ
ャ
ー
ッ

！！
」
と
喚
声
を
上
げ
る
驚
き
の
連
続
が

リ
ア
ル
に
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。
と
く

に
女
性
教
師
の
方
々
は
、
生
徒
以
上
に

驚
愕
の
身
振
り
や
し
ゃ
が
み
込
ん
だ
り
、

ま
た
親
子
連
れ
の
方
々
で
は
お
母
さ
ん

達
は
、
悲
鳴
を
上
げ
な
が
ら
逃
げ
出
し

た
り
す
る
様
子
が
毎
年
見
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
子
供
達
は
じ

っ
と
し
て
い
て
冷
静
で
し
た
。

　
後
日
、
近
隣
小
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
六
種
の
実
演

紹
介
コ
ー
ナ
ー
の
う
ち
、
こ
こ
三
年
と

り
わ
け
「
鉄
筋
破
断
の
驚
き
の
瞬
間
を

体
験
！
」
に
最
も
興
味
が
あ
り
印
象
強

か
っ
た
ら
し
く
「
鉄
筋
が
細
く
な
っ
て

切
れ
る
瞬
間
は
と
て
も
貴
重
で
大
変
楽

し
い
体
験
を
し
ま
し
た
。
ま
た
見
学
に

行
き
た
い
。」な
ど
と
い
う
感
想
が
多
か

っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
近
年
、
青
少
年
の「
理
科
離
れ
」が
言

わ
れ
て
い
る
な
か
で
、
こ
の
様
に
幼
児

期
や
小
学
生
時
代
に
様
々
な
体
験
を
す

る
こ
と
に
よ
り
科
学
に
興
味
が
沸
い
て

き
て
、
将
来
科
学
に
対
す
る
関
心
が
芽

生
え
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
時
開
催
と
し
て
循
環
型
社

会
づ
く
り
の
一
環
に
、
再
生
資
源
の
有

効
活
用
と
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
育
成
を

目
的
に
、
本
県
の
優
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル

製
品
を「
宮
城
県
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
」と

し
て
認
定
し
、
そ
の
普
及
拡
大
を
目
指

し
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
過
去
七

年
間
に
県
内
企
業
が
様
々
な
廃
棄
物
を

再
生
利
用
し
て
製
造
し
た
製
品
に
対
し

て
、
本
県
が
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
と
し
て

認
定
し
た
六
十
三
品
目
の
展
示
品
を
出

展
し
た
も
の
で
す
。
今
後
と
も
、
県
民

を
あ
げ
て
ま
す
ま
す
こ
れ
ら
の
製
品
を

積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
も
の
で
す
。

　
来
年
も
ま
た
開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
、「
見
て
！
作
っ
て
！
遊
ぶ
！
」と
い

う
よ
う
な
体
験
教
室
に
小
学
生
以
下
の

子
供
達
に
人
気
が
あ
っ
た
様
子
で
、
二

日
間
で
昨
年
よ
り
毎
年
更
新
し
百
名
を

上
回
り
、
お
よ
そ
千
五
百
名
の
見
学
者

の
方
々
が
訪
れ
好
評
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。
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先
日
、
な
に
げ
な
し
に
夕
方
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
「
週
刊
こ
ど
も
ニ
ュ
ー
ス

質
問
バ
ン
バ
ン
」
で
”日
銀
総
裁
っ

て
？
“
の
説
明
で
日
銀
総
裁
の
職

業
内
容
や
権
限
を
簡
単
に
話
し
て

か
ら
、
村
上
フ
ァ
ン
ド
へ
の
総
裁

個
人
の
投
資
を
パ
ネ
ル
を
使
用
し

て
金
の
流
れ
と
利
益
の
も
ど
り
を
、

く
わ
し
く
解
説
し
て
い
た
の
に
は
、

お
ど
ろ
き
を
感
じ
ま
し
た
。
さ
ら

に
中
国
の
古
事
を
用
い
て
”李
下

に
冠
を
正
さ
ず
“「
実
が
な
っ
て
い

る
李（
す
も
も
）の
木
の
下
で
冠（
か

ぶ
り
も
の
）
を
直
そ
う
と
す
れ
ば
、

す
も
も
を
盗
ん
で
い
る
と
思
わ
れ

る
。
他
人
か
ら
う
た
が
わ
れ
る
行

い
は
し
な
い
」
と
つ
け
加
え
た
の

に
は
苦
笑
し
ま
し
た
。
大
人
が
子

供
に
善
悪
を
明
確
に
説
明
で
き
な

い
現
在
の
社
会
に
は
不
安
と
責
任

を
感
じ
ま
す
。

　
計
量
協
会
設
立
五
十
五
周
年
記

念
式
典
も
協
会
員
、
職
員
、
関
係

団
体
の
み
な
さ
ま
の
お
か
げ
で
盛

大
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
百
年
、
二
百
年
・
・
・
と

祝
賀
式
典
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

編
集
委
員
長
　
加
　

藤

　
平
成
十
六
年
度
か
ら
日
本
郵
政
公
社
計

量
管
理
受
託
業
務
は
、
（社）
日
本
計
量
振
興

協
会
と
協
定
を
締
結
し
、
郵
便
局
内
で
使

用
さ
れ
て
い
る
計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期

検
査
と
自
主
検
査
で
使
用
す
る
分
銅
の
校

正
を
行
っ
て
い
る
が
、
平
成
十
七
年
度
実

績
は
県
内
二
三
四
局
、
計
量
器
三
七
二
台
、

分
銅
五
六
七
個
の
検
査
と
計
量
管
理
指
導

を
行
っ
た
。

　
平
成
十
八
年
度
は
、
引
き
続
き
計
量
器

の
定
期
検
査
と
分
銅
の
校
正
を
実
施
す
る

が
、
区
域
は
仙
台
市
と
仙
台
市
を
除
く
九

市
九
郡
で
、
県
内
二
二
八
局
、
計
量
器
五

一
三
台
、
分
銅
六
二
九
個
が
対
象
と
な
る
。

ま
た
、
来
年
度
よ
り
日
本
郵
政
公
社
が
㈱

ロ
ー
ソ
ン
に
貸
し
付
け
て
い
る
計
量
器
の

代
検
査
も
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
八
月

に
仙
台
市
内
に
あ
る
「
ア
エ
ル
」
で
（社）
日
本

計
量
振
興
協
会
主
催
に
よ
る
研
修
会
が
実

施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
研
修
会
は

東
北
六
県
の
計
量
士
が
集
ま
り
研
修
を
受

講
し
、
当
協
会
で
も
検
査
に
携
わ
る
者
七

名
が
受
講
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

【期　　日】平成18年9月21日（木）～22日（金）

【見学場所】山形県新庄市大字福田字福田山711－139
　　　　　　㈱ヨコタ東北　0233－29－3611

【宿 泊 先】山形県湯野浜温泉「愉海亭みやじま」

【参加費用】￥15,000円

【申込期日】平成18年8月25日（金）
　　　　　　※詳細は協会事務局まで

【期　　日】平成18年8月25日（金）

【場　　所】仙台市青葉区本町３丁目３－１
　　　　　　仙台合同庁舎６階　第１･２会議室

【参 加 費】無料

【説明内容】１．計量の基準と計量標準の供給
　　　　　　２．適正な計量の実施の確保

　　　　　　※詳細は協会事務局まで

【期　　日】平成18年10月11日（水）

【場　　所】福島市飯坂町字中ノ内24－3

　　　　　　「摺上亭　大鳥」

【申込期日】平成18年8月11日（金）　

　　　　　　※詳細は協会事務局まで

【期　　日】平成18年10月下旬予定

　　　　　　　　　　　　　イベント内容

　　　　　　　　　　　　　　◆　健康測定（血圧・体脂肪）

　　　　　　　　　　　　　　◆　重さ当てコーナー

　　　　　　　　　　　　　　◆　計量記念日ポスター掲示

　　　　　　　　　　　　　　◆　計量相談コーナー

　　　　　　　　　　　　　　◆　記念品の配布

ゆ　かいてい

　これからの季節、夏から秋にかけドライ

ブには最適ですね。今回は、蔵王の方へ出

かけた折に、是非立ち寄っては…と

いう店、手打ち蕎麦「自由庵」

をご紹介したいと思います。

　遠刈田温泉を過ぎ、自

由庵と書かれた看板を目

安に進んでいくと、林の

奥の方にあり、回りには別

荘なども建っておりとても静

かなところです。店の前に立つと、

入り口からは蕎麦屋？とは想像出来ない洒

落た外見で、中に入ってみると音楽が流れ、

片隅にはピアノが置いてあり、また、奥の

座敷の大きな窓からは緑の木々の風景が見

え、とても落ち着けるお店です。

　肝心のお蕎麦と申しますと、こしがあり、

ちょうどいい歯ごたえでとても美味しいで

す。とくにお薦めは、「骨董ぶっか

けそば」で、そばの上に、な

めこ・鶏肉・野菜の天ぷ

らなど沢山の具がのって

おり、それに甘じょっぱ

いタレ汁をかけ食べると、

又一段と美味しさが増し

ます。また、温かいつけ汁に

冷たいおそばをつけて食べる「海老

あられそば」も絶品です。是非ご賞味下さい。

静かな木立の中で味わって食べるお蕎麦は、

最高ですよ。　　　　　　　　　　　（E.S）

手打ち蕎麦

〒989-0916

宮城県蔵王町遠刈田温泉七日原1－192

TEL 0224－35－3551

11：00～16：00　木曜定休

至エコーライン

至白石

至えぼし
スキー場

遠刈田
温泉街

こけし橋

自由庵

えぼしスキー場入口

看板

ごもく


